
（別紙３）

～ 2026年2月16日

（対象者数） 9名 （回答者数） 9名

～ 2026年2月16日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・更なる専門性、支援力の向上に努めていきます。

・引き続き児童とコミュニケーションをとり、成長と安心感

を持ってもらえるように継続したスタッフ一同の意思の統一

を図っていきます。

2

・活動の中で新しい活動(創造)や取り組みができるようにし

ていきます。

・外出の機会などより多く社会参加を持つようにしていきま

す。

・児童一人に対して担当職員を配置していることで、個別・

集団に対応できています。

・担当職員が固定化されないように、担当職員の選定をして

います。

・様々な職員と関わることで、アセスメントが複数人で行え

ています。

・療育活動が固定化されないように、様々なプログラムを展

開しています。

・毎日、毎週の活動内容が偏らないようにバランスよく組ん

でいます。

・特性や発達、興味関心にあった活動内容を考え、児童のや

る気を引き出すことに力を入れています。

2026年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年2月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ルルディ蘇我教室

○保護者評価実施期間 2026年1月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



3

・保護者の方にもお子さまの日頃の様子が分かりやすい環境

作りを行っていきます。(SNSの更新など)

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者様の方から要望などを伺いながら、必要とされてい

る交流がないか検討していきます。

2

3

・家庭環境に合わせた対応を行っています。 ・ご家族への情報共有と、丁寧なフィードバックを行ってい

ます。

・受容的に保護者様と関わることを意識しています。

・HUGを活用し、気になることなどは保護者にすぐ確認・報

告するようにしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者同士の関わりや、地域との交流が少ないと思いま

す。

・時間の確保や交流機会を設定するのが難しいです。


